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1 はじめに

近年，スマートフォンの普及に伴いインターネット上
の地図を用いた様々なジオロケーションサービスが登場
している．スマートフォンの GPS や WiFi などを利用
し，利用者が所在している地点の情報などを地図上に表
示することが可能となっている．このような地図を利用
することに加え，利用者が収集した情報を集約し地図を
作成するソーシャルマップサービスも提案されている．
本稿では，スマートフォンのセンサを利用した行動履

歴を用いて，詳細な道路情報を収集する仕組みを提案
する．スマートフォンには GPS センサ，ジャイロセン
サ，加速度センサなどが備わっており，利用者がどこで
どの方向に動いているか，どの場所で静止しているかを
判断することが可能である．街中を歩く利用者の動きを
収集することによって，静止地点から信号の場所を推定
でき，また利用者が車に乗車している状況を考えると，
信号の場所や一旦停止の場所を推定することが可能とな
る．また，複数の車両の走行情報を用いて道路のレーン
数などを推定することが可能となる．このようなレーン
数や，停止位置といった既存のマップサービスでは提供
されない詳細な道路情報を収集することを目的とする．
このような詳細道路情報を収集することにより，車両の
安全運転支援システムなどへの適用を目指す．

2 ソーシャルマップ

ソーシャルマップとは，位置に依存する情報を収集
し，インターネット上の地図データにマッピングする集
合知を用いた地図情報サービスである．利用者が撮影し
た写真などの POI(Point Of Interest)が地図上にマッピン
グされ，ブラウザの地図をスクロールして興味のある地
点の情報を地図上から取得することが可能である．
このような集合知を利用し地図情報そのものを編集す

ることが可能なオープンストリートマッププロジェクト
が存在する [1]．このプロジェクトは，先ごろの東日本
大震災の情報を収集し共有するサイトである sinsai.info
のベースにもなっており，GoogleMapsなどとは異なり，
道路や建物の形状といった地理情報データそのものを編
集することができる．
オープンストリートマップにおいて，地理情報データ

は拡張子 .osmという xml形式のファイルで管理されて
おり，属性の中には道路の位置情報や名称といった情報
に加え，レーン数なども管理することが可能である．し
かし，現在，管理されているデータにはレーン数などの
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図 1 システムの構成図

詳細なデータは，あまり登録されていない．
車両の行動履歴を利用した地図システムとしては，イ

ンターネット接続型のカーナビゲーションシステムの
メーカによる前日の車両の行動履歴を利用した被災地に
おける道路開通情報共有システムなどが実用化されて
いる．

3 詳細道路情報収集システムの提案

3.1 概要
提案システムは，図 1のような構成である．提案シス

テムでは，車両で移動する利用者のスマートフォンを利
用し，位置情報，速度情報などの行動履歴を収集し，行
動履歴管理サーバに送信する．行動履歴管理サーバは，
利用者から送信された行動履歴をデータベースにて管理
し，また，詳細道路情報演算部において収集した行動履
歴を解析する．行動履歴管理サーバにおいて解析された
情報は，オープンストリートマップのサーバから取得し
た対応する OSMデータに反映する．
3.2 システムの構成
車両ノード

車両ノードは，スマートフォンが搭載されており，
スマートフォンのセンサを利用し周期的に位置情
報，方向などを取得し，行動履歴を収集する．収集
した行動履歴は，リアルタイム，もしくはログデー
タとして行動履歴管理サーバに送信される．

行動履歴管理サーバ
行動履歴管理サーバは，車両ノードが取得した行
動履歴をデータベースにて管理する．また，詳細道
路情報演算部において，収集した行動履歴から詳細
道路情報を取得する．取得したい詳細道路情報ごと
に，演算するモジュールを用意し，レーン数や停止
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<way id=“49134390”user=“yasunari”

uid=“171028” visible=“true” version=“4“

changeset="5535587"

timestamp="2010-08-19T13:52:22Z">

<nd ref="623051731"/>

<nd ref="623051732"/>

<nd ref="623051733"/>

<nd ref="623051773"/>

・・・・・・・・・・・

<nd ref="623051774"/>

<nd ref="513227951"/>

<nd ref="484581156"/>

<nd ref="484581153"/>

<nd ref="418998326"/>

<tag k="highway" v="primary"/>

<tag k="lanes" v="2"/>

<tag k="name" v="京都府道22号八幡木津線"/>

<tag k="oneway" v="yes"/>

<tag k="ref" v="22"/>

</way>

図 2 オープンストリートマップによる地図表記

図 3 測定結果

位置などを解析する．現状の道路情報をオープンス
トリートマップサーバから得ることができる OSM
データと照合し，解析結果を反映させ，更新する．

オープンストリートマップサーバ
オープンストリートマッププロジェクトによって管
理されている地図データを保持する計算機である．
取得可能な OSM 形式のファイルは XML フォー
マットで記述されたデータであり，道路や建物など
の地図上のオブジェクトを表現するための要素が定
義されている．

4 予備実験

スマートフォンの GPS データの精度を測定するため
に予備実験をおこなった．本実験では android端末を用
いて，GPS, WiFi, 3G回線をオンにした状態で，同志社
大学京田辺キャンパス前の道路である府道 22号八幡木
津線を走行し，更新時間間隔 2秒，最短更新距離 5mと
して行動履歴を取得した．図 2のように，府道 22号線
は，中央分離帯で分けられた片道 2 車線の道路であり，
各方向のレーン数を判定するために左車線のみを走行，
右車線のみを走行した場合の行動履歴を取得した．ま
た，図 2は，OSM形式のデータであり，図 2左側に示
すように府道 22号線の情報が xml形式で記述されてお
り，レーン数，方向などの情報が記載され，図 2右側の
ように地図表記される．

図 3に収集した行動履歴をGoogleMaps上にマッピン
グした図を示す．GoogleMaps上においても，地図上で
は車線数は表現されていない．
一般的に GPSの精度は 5mから 10mと言われている

が，図 3 のように左車線と右車線を判別可能な精度で
取得できていることがわかる．しかし，全地点でこのよ
うな精度で取得できているわけではないので，多くの行
動履歴を収集し解析するにあたって，適切な閾値を決め
てレーン数を決定するアルゴリズムが必要である．ま
た，今回は GPS データを行動履歴を用いてレーン数を
計算する仕組みを想定したが，ウィンカーの状態などを
取得することによって精度を向上が可能であると考えて
いる．

5 関連研究

利用者の歩行履歴情報を利用したナビゲーションシス
テムが提案されている [2]．こちらのシステムでは，歩
行者専用の経路選定手法が提案されており，歩行履歴を
解析し，マン・マッチング・マップの概念を実現するソ
フトウェアを構築している．GPS を利用した行動履歴
を利用するという点で，本研究とは一致しているが，本
研究では車両が対象であるという点が異なる．
また，画像解析を利用し道路の形状を解析する研究も

なされている [3, 4]．画像解析の技術を使用することに
よって，レーン数などを取得することも可能であるが，
ソーシャルマップのように利用者の情報を収集すること
を考えると，画像を利用するとファイルサイズが大きく
なり問題となる．

6 おわりに

本稿では，スマートフォンのセンサを利用し行動履歴
を収集することによって，詳細道路情報を取得するシス
テムの提案をおこなった．従来では，人間の手による登
録作業が必要であったが，本システムを利用することに
よって，自動的に詳細道路情報を登録することが期待で
きる．
今後の課題としては，レーン数以外の詳細道路情報に

対応する詳細道路情報演算部の拡張が挙げられる．そし
て，提案システムを拡張し，詳細道路情報を補完しつつ，
このような詳細道路情報の安全運転支援システムへの適
用を行う予定である．
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